
 

１２月３日（土）に，福田南公民館で「福田南中学校区子どもた

ちの社会参加を考える会」との交流会が，当日はあいにくの雨模様

にもかかわらず，社会参加を考える会のメンバー・推進委員・地域

ボランティアのほかに多くの地域住民参加のもと，楽しい雰囲気の

中で行われました。 
交流会では，餅つき大会やナチュラルアートの制作を行い，大変

な盛り上がりを見せました。 
最後に，参加者全員でつきたてのお餅を食べ，みんなの笑顔で今

年度の交流会は幕を閉じました。 
今回の交流会では，地元企業の方々からも協賛をたまわるなど，

地域全体をあげて，今後も「社会参加を考える会」について理解し，

協力していくきっかけになりました。 

倉敷支援学校高等部３年生の手嶋大河君が、

このたび地元企業から内定をいただき、春から

社会人としての第一歩をスタートします。 

【手嶋君のインタビュー】 

僕は小６の３学期から「ぷれジョブ」を始め

ました。高３まで続けて、学区内の８社で「お

仕事体験」をさせて頂きました。 

 サポーターさん・企業さん・地域の方・学校

の先生に支えられて、楽しく活動できました。

 この経験を活かして４月から頑張って働き
ます。 


